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研究成果の概要（和文）： 本研究では、脳磁図計（MEG:magnetoencephalography）を用いて急性ストレス状況
下における認知的評価と個人特性との関連性を検討し、ストレス評価パターンの類別、特性別に効果的なストレ
ス対処法の開発を行うことを目的とした。健常成人男性19名を対象に、安静閉眼状態で2種類のストレス認知課
題遂行時のMEG計測、質問紙を用いた主観レベルにおける課題の認知的評価、ストレス反応、個人特性を測定し
た。自己肯定感が高いほど、ストレス状況下において情動的対処をとる程度が低く、抑うつのレベルも低いこと
が認められた。個人の気質・性格がストレス認知や精神的ストレス反応に関与することが示された。

研究成果の概要（英文）： We investigated the individual differences in cognitive responses against 
mental stress using magnetoencephalography (MEG),and questionnaires such as Temperament and 
character Inventory,Coping Inventory for Stressful Situations,and Stress Response Scale-18 to assess
 the subjective appraisal of stress responses.The participants performed two types of 
stress-inducing tasks.The first one was instructed to cope with the stress by the cognitive 
strategy,and the second one was by the emoional approach.In addition,they rated their subjective 
responses by quesionnaire.We found that those who had higher subjective appraisal of self-esteem did
 not tend to take emotional coping with mental stress and showed less depressive level.This 
suggested that the individual trait is related to the subjective appraisal and responses against 
mental stress, which will lead to develop the tool for preventing the onset of the stress-related 
disorders.

研究分野： 健康科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究において、精神的ストレスに対する認知的評価やストレス反応が個人内要因である気質・性格と関連す
ることを認めた。当該知見により、個人特性に対応した、テイラーメイド型のストレスコーピング法の開発が可
能になる。個人特性を考慮して、適切にストレス認知の是正を行い、心身状態を改善することにより、ストレス
に起因する関連疾患発症の予防、ひいては個別化予防医療に繋がると考える。将来的には、臨床現場での応用も
期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現代社会は、高度情報化、経済不況、就職難などによるストレスが蔓延している。ストレスは、

不安やネガティブな気分を増長し、その結果、不安障害やうつ病などの精神疾患の発症および持
続の要因となることは、実験的研究をはじめ臨床研究、疫学研究等で報告されている[1]。しか
しながら、精神科医療において、客観的な生物学的指標に基づいた診断や治療は十分に行われて
おらず、精神疾患発症予防に役立つ疾患関連バイオマーカーの確立は、至急の検討課題とされて
いる[2]。 
これまでに研究代表者である山野は、個人内要因の測定ツールとして多く用いられている気

質・性格尺度（Temperament and Character Inventory; TCI）[3,4]を使用して疲労関連症状、
遺伝子多型との関連性を報告してきた[5,6]。本尺度は、気質とドーパミン、セロトニン、ノルア
ドレナリン等の神経伝達物質との関連性が報告されており[3,4]、下位尺度と分子神経レベルの
関係をもとに開発された特異的な尺度である。また、平成 23 年度～24 年度に科学研究費若手研
究（B）の助成をうけ、時間分解能に優れる脳磁図計（magnetoencephalography; MEG）を用
いて、TCI で測定した気質下位尺度のうち、新奇性追求（好奇心旺盛）特性が高くかつ損害回避
(心配性)特性が低い者はストレス負荷課題中、β周波数帯域(13-25Hz)の事象関連脱同期が後帯
状回皮質から角回にかけて認められることを示した。また、これらの特性の者は課題前と比較し
て、課題後に交感神経系、Visual Analogue Scale（VAS）による主観評価ではストレス、気分の
落ち込み項目において低下する傾向にあることも確認した。本研究は TCI の気質下位尺度であ
る新奇性追求および損害回避特性に焦点をあてた類別から、特性によりストレッサーに対する
評価に個人差があり、生理的・心理的側面におけるストレス反応に加え、神経学的な反応も異な
ることを示した[7]。先行研究において、新奇性追求や損害回避特性はうつ病や不安障害発症と
関連する報告[3,4]があることを考慮すると、本知見はストレス関連疾患に対する精神療法的ア
プローチの確立に貢献すると思われる。 
また、ストレスの認知的評価において、ストレッサーの有害性とその強度についての一次的評

価に加え、対処の可能性や具体的対処方略の検討をする二次的評価から構成されるとするトラ
ンスアクショナルモデルが報告されている[8,9]。ストレッサーに対する個人の認知的な過程が
ストレス反応に強い影響を及ぼし、認知的評価の結果が、交感神経系や内分泌系などの生理的反
応の亢進などのストレス反応の表出程度や対処行動の選択を規定すると考えられる[10]が、その
神経メカニズムは分かっていない。 
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２．研究の目的 
これまでの研究において、研究代表者である山野が明らかにした、新奇性追求と損害回避特性

ではストレッサーに対する評価及びストレス生体応答が異なる知見をもとに、次段階として、本
研究では、新奇性追求と損害回避特性がどのようにストレスの二次的評価（対処方略検討）に影
響するか、MEG を用いて脳活動の変化から客観的に評価し、その個人差を解明することを目的
とした。 
認知的評価プロセスにおける MEG 計測データに加えて、各種質問紙データなどの行動学的

データも合わせて、統合的に検討することで個人特性による認知的評価の違いに対する意味づ
けを行う。以上により、本研究において脳機能レベルで、ストレスの認知的評価を定量化し気質
との関連性を検討することにより、脳科学的なエビデンスをもとにしたストレスの認知的評価
の類別、ひいてはテイラーメイド型のコーピング法の開発が可能になる。また、当該評価の神経
メカニズムを明らかにすることで、ストレス関連疾患発症の予防に寄与すると考える。将来的に



は、臨床現場での応用も期待される。   
 
 ３．研究の方法 
本研究では、時間分解能に優れる脳磁図計を用いて、ストレスの認知的評価における個人差に

関与する神経メカニズムを解明することを目的とした。主観評価として、個人内要因の測定ツー
ルとして用いられている気質・性格尺度（Temperament and Character Inventory; TCI）、スト
レス状況対処行動尺度である Coping Inventory for Stressful Situations（CISS）、心理的ス
トレス反応測定尺度である Stress Response Scale-18(SRS-18)を用いてこれらの関連性を検討
するとともに、ストレス対処場面での対策を講じる際の脳活動を測定した。  
 試験は 1 日間(1 回）、2 クロスオーバーデザインで実施した（Fig.1a）。健常成人男性 19 名
[23.2±2.0 (Mean±SD)歳] を対象に、安静閉眼状態でストレス認知課題①、②の実施、その間
の脳磁図計測を行った。また課題前後に質問紙検査を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.1 (a) 試験の流れ 
 
認知課題①では、被験者がこれまでに精神的ストレスを感じたことがあると想定される複数場

面を音声提示、設定場面状況下で認知的ストラテジー（状況に対して積極的に取り組もうとする
対策）を検討するよう教示を行った。認知課題②では、課題①と同様の方法で、情動的ストラテ
ジー（状況からの圧力に耐えられず、情動の軽減を図る対策）を検討する教示を行った（Fig.1b）。
課題で呈示される精神的ストレス状況下の場面としては、被験者が学生である点を考慮し、「公
衆前のスピーチ、膨大な量の試験勉強、苦手なヒトと長時間の会話、人前での叱責、人間関係が
うまくいかない、講義の単位を落とす、体調不良が続く」を設定した。各場面をランダムな順番
で 5分間教示した。 
 
 
 

 
Fig.1 (b) 試験の流れ 
 
４．研究成果 
VAS を用いた評価では、2 種類のストレス認知課題における難易度に有意差は認められなかっ

た（Fig.2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.2 VAS を用いた課題に関する自己評価 



Fig.3 課題前後の VAS 変化 
 
課題①において、課題前と比較して課題後、「眠気」「落ち込み」「活力」のいずれも有意な変

化は認められなかった。その一方、課題②では、「眠気」、「落ち込み」が有意に上昇、「活力」は
有意に低下した（Fig.3）。 
 
本研究において、脳磁図データにおける課題別の有意な差は認められなかった。質問紙検査で

は、TCI で測定した個人特性としての「自己志向特性」と CISS で測定した「情動的対処」や CRS
で測定したストレス反応としての「抑うつ」において有意な負の相関が認められた。また、「情
動的対処」と「抑うつ」において有意な正の相関が認められた。 
以上より、自己志向性が高い（自己肯定感が高い）ほど、ストレス対処として情動的対処をと

る程度が低く、ストレス下における抑うつレベルも低いことが示された。また、情動的対処をと
る程度が高いほど抑うつレベルも高いことが認められた。個人の気質・性格がストレス認知や精
神的ストレス反応に関与し、ストレス場面での対処法が抑うつなどの精神的反応に影響するこ
とが示された。個人特性を考慮して、適切にストレス認知の是正を行うことにより心身状態を改
善しうる可能性が示唆された。将来的には、ストレス関連疾患発症を防ぐストレス対処法を開発
することにより、個別化予防医療に貢献しうると考える。将来的には、臨床現場でも活用しうる
ツールとして繋げていきたい。 
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